
 
 

                  

   

逗
子
市
と
鎌
倉
市
の
境
、
鎌
倉
市
材

木
座
海
岸
の
延
長
地
域
に
浮
か
ぶ
和
賀

江
島
は
、
鎌
倉
幕
府
の
執
権
・
北
条
泰
時

の
下
で
1232
年
に
人
工
的
に
築
か
れ
た

島
で
す
。 

人
工
島
と
し
て
は
、
平
安
時
代
末
期

に
平
清
盛
が
日
宋
貿
易
の
た
め
に
築
い

た
兵
庫
県
の
大
輪
田
泊
（
お
お
わ
だ
の

と
ま
り
）
に
経
ヶ
島
（
き
ょ
う
が
し
ま
）

が
あ
り
ま
す
が
、
経
ヶ
島
は
地
形
変
化

の
た
め
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

現
存
す
る
築
港
遺
跡
と
し
て
は
和
賀
江

島
が
国
内
最
古
の
も
の
と
な
り
ま
す
。 

小
坪
の
飯
島
と
も
関
係
の
深
い
和
賀

江
島
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
と
逗
子
と

の
関
わ
り
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
。 

国
内
最
古
の
築
港
遺
跡 

国
内
最
古
の
築
港
遺 

   

和
賀
江
津
の
港 

鎌
倉
時
代
、
和
賀
江
島
が
造
ら
れ
る

以
前
、
付
近
の
海
岸
は
和
賀
江
津
（
わ
か

え
の
つ
）
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
日
宋
貿
易

や
日
本
各
地
か
ら
の
船
が
多
く
出
入
り

し
て
い
ま
し
た
。
治
承
4
年
（
1180
）、
源

頼
朝
が
鎌
倉
入
り
を
果
た
し
鶴
岡
八
幡

宮
を
造
営
し
た
際
も
、
材
料
と
な
る
多

く
の
材
木
が
和
賀
江
津
に
陸
揚
げ
さ
れ
、

境
内
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

頃
の
和
賀
江
津
は
、
遠
浅
で
あ
る
た
め

船
荷
の
積
み
下
ろ
し
に
不
便
な
上
、
風

と
波
が
強
く
船
が
難
破
す
る
こ
と
が

度
々
あ
り
ま
し
た
。 
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和
賀
江
島
の
誕
生
と 

北
条
泰
時
の
国
造
り 

鎌
倉
時
代
の
歴
史
書
『
吾
妻
鏡
』
に
は
、

勧
進
僧
・
往
阿
弥
陀
仏
（
お
う
あ
み
だ
ぶ

つ
）
が
和
賀
江
島
の
築
造
を
発
願
し
た

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
往
阿
弥
陀
仏
は

遠
浅
の
和
賀
江
津
は
港
と
し
て
適
し
て

い
な
い
と
考
え
、
貞
永
元
年
（
1232
）
7

月
12
日
、
沖
合
に
船
着
き
場
と
な
る
島

を
築
く
こ
と
を
願
い
出
ま
し
た
。
執
権
・

北
条
泰
時
は
直
ち
に
こ
れ
に
賛
同
し
、

3
日
後
に
は
築
造
工
事
を
開
始
、
ひ
と

月
足
ら
ず
で
防
波
堤
と
港
の
機
能
を
も

つ
和
賀
江
島
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
和
賀

江
島
が
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
鎌
倉
の

流
通
は
さ
ら
に
活
発
に
な
り
ま
し
た
。 

 

和
賀
江
島
が
完
成
し
た
直
後
8
月

10
日
に
は
、
幕
府
の
法
令
「
御
成
敗
式

目
」
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
貞
永
元
年

8
月
は
、
泰
時
の
国
造
り
に
と
っ
て
重

要
な
政
策
が
次
々
と
実
現
さ
れ
た
月
で

し
た
。 

            

極
楽
寺
下
の
管
理 

 

～
忍
性
と
日
蓮
～ 

鎌
倉
幕
府
の
庇
護
に
よ
っ
て
和
賀
江

島
は
商
業
地
域
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
末
期
に
は
極
楽
寺
の
管
轄
と

な
り
、
和
賀
江
島
に
関
所
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
関
所
で
は
、
島
に
到
着
す
る
船

舶
か
ら
関
米
を
徴
収
し
、
そ
の
収
益
で

島
の
修
築
、
維
持
管
理
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

当
時
、
鎌
倉
で
布
教
活
動
を
し
て
い

た
日
蓮
上
人
は
、
寺
が
人
々
か
ら
関
米

を
徴
収
す
る
こ
と
を
嫌
い
、
極
楽
寺
の

僧
・
忍
性
（
に
ん
し
ょ
う
）
を
度
々
批
判

し
ま
し
た
。
日
蓮
と
忍
性
に
は
有
名
な

雨
乞
い
対
決
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
が
、

ふ
た
り
は
和
賀
江
島
を
め
ぐ
っ
て
も
対

立
し
て
い
ま
し
た
。 

 

  

円
覚
寺
の
所
領 

鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
の
室
町
時
代
、
和

室
町
～
戦
国
時
代 

 

和賀江島図『新編相模国風土記稿』 



賀
江
島
は
足
利
尊
氏
側
近
の
饗
庭
氏
直

（
あ
え
ば
・
う
じ
な
お
）
に
与
え
ら
れ
、

氏
直
に
よ
っ
て
円
覚
寺
に
献
上
さ
れ
ま

し
た
。
和
賀
江
島
に
接
し
た
部
分
は
「
相

模
国
鎌
倉
郡
小
坪
」
と
称
さ
れ
、
円
覚
寺

黄
梅
院
領
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
記

録
は
円
覚
寺
黄
梅
院
文
書
に
残
っ
て
い

ま
す
。
宋
の
滅
亡
に
よ
り
日
宋
貿
易
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
和
賀
江
島
と
小
坪

地
域
は
漁
場
や
港
湾
施
設
と
し
て
機
能

し
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

天
領
の
港 

 

～
石
・
材
木
・
海
産
物
の
運
搬
～ 

江
戸
時
代
、
鎌
倉
・
逗
子
地
域
は
幕
府

の
天
領
で
し
た
。
徳
川
家
康
の
江
戸
城

本
丸
建
設
と
石
垣
の
増
改
築
・
改
修
で

使
用
さ
れ
る
石
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
修
繕

の
た
め
の
材
木
、
そ
し
て
幕
府
に
独
占

的
に
買
い
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

鎌
倉
や
小
坪
の
海
産
物
な
ど
、
海
路
で

江
戸
に
運
ば
れ
る
多
く
の
品
々
の
運
搬

拠
点
と
し
て
、
和
賀
江
島
が
使
わ
れ
ま

し
た
。 

観
光
地 

江
の
島
・
鎌
倉 

江
の
島
詣
が
流
行
す
る
と
、
鎌
倉
も

観
光
地
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 

水
戸
光
圀
が
編
纂
・
刊
行
さ
せ
た
『
新
編

鎌
倉
志
』
（
1685
）
や
、
『
鎌
倉
攬
勝
考
』

（
1829
）、『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』（
1841
）

と
い
っ
た
地
誌
や
紀
行
文
に
、
和
賀
江

島
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

支
配
権
争
い 

明
和
元
年
（
1764
）、
和
賀
江
島
の
支
配

権
を
め
ぐ
り
、
小
坪
村
と
材
木
座
村
の

漁
師
た
ち
が
裁
判
を
起
こ
し
ま
し
た
。

発
端
は
、
和
賀
江
島
の
内
側
に
小
坪
村

が
通
船
口
を
造
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
し

た
。
和
賀
江
島
が
地
理
や
資
源
の
上
で

重
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

裁
判
の
た
め
の
図
面
や
訴
状
が
残
っ
て

お
り
、
当
時
の
和
賀
江
島
の
様
子
を
知

る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

       

水
没
す
る
和
賀
江
島 

和
賀
江
島
は
時
と
と
も
に
高
波
や
水

流
に
よ
っ
て
押
し
崩
さ
れ
、
江
戸
時
代

の
記
録
で
は
、
元
禄
年
間
（
1688
～
1704
）

と
文
政
年
間
（
1818
～
1831
）
に
島
の
修
理

江
戸
時
代 

和
賀
江
島
図
『
逗
子
市
史 

資
料
編Ⅰ

』 



願
い
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
政
9
年

（
1826
）
の
和
賀
江
島
修
理
願
い
に
は
、

天
明
元
年
（
1781
）
に
比
べ
海
抜
が
6
～

7
尺
（
約
2
ｍ
）
低
く
な
り
、
満
潮
時

に
は
水
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。 

 

小
坪
の
古
老
の
話
に
よ
る
と
、
明
治

初
年
頃
に
は
島
は
ほ
と
ん
ど
水
面
下
に

没
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

明
治
初
年
の
大
絵
図
や
明
治
半
ば
に
作

ら
れ
た
測
量
図
に
は
、
和
賀
江
島
の
輪

郭
が
描
か
れ
て
お
り
、
形
状
は
認
識
で

き
て
い
た
よ
う
で
す
。 

大
正
12
年
（
1923
）
の
関
東
大
震
災
で

は
付
近
が
1
ｍ
ほ
ど
隆
起
し
た
た
め

島
全
体
が
水
上
に
現
れ
、
石
積
み
が
崩

落
し
ま
し
た
。
翌
年
に
は
鎌
倉
青
年
団

に
よ
っ
て
和
賀
江
島
に
史
跡
指
導
標
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

太
平
洋
戦
争
で
は
昭
和
20
年
（
1945
）、

連
合
軍
上
陸
に
備
え
、
海
軍
横
須
賀
鎮

守
府
が
和
賀
江
島
の
石
を
運
び
出
し
、

砲
台
・
弾
薬
庫
を
小
坪
村
に
築
く
な
ど

重
要
な
資
材
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
昭
和
29
年
（
1954
）
7
月
に
、
神

奈
川
県
指
定
史
跡
、
昭
和
43
年
（
1968
）

10
月
に
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
管

理
、
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
12
年
（
2000
）
に
は
神
奈
川
県
に

よ
る
航
空
測
量
が
行
わ
れ
、
史
跡
指
定

の
範
囲
が
確
認
さ
れ
、
平
成
18
年
（
2006
）

に
史
跡
指
定
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。 

時
代
と
と
も
に
様
々
に
利
用
さ
れ
形

を
変
え
て
き
た
和
賀
江
島
。
こ
の
歴
史

を
刻
ん
だ
遺
構
と
そ
の
物
語
を
大
切
に

次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。 
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＊
和
賀
江
島
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
和
賀

江
嶋
な
ど
資
料
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま

す
。 

近
代
～
現
代 

パラグライダーからの和賀江島 
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